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研究要旨 
 精神科病院に入院している患者の高齢化は歴然とした事実であり、精神状態の改善を
中心とした治療だけでなく、身体合併症およびＡＤＬの管理によるＱＯＬの維持は、今
後の地域移行を推進するにあたり重大な課題である。本研究では精神科病院入院中の統
合失調症患者の転倒、大腿骨頸部骨折の発生実態を調査し、骨粗鬆症などの診断、治療、
事故後の整形外科との連携、転倒予防に向けた取り組みなどについて検討することによ
り、その多次元的な解決策を考察することを目的とする。  

 

Ａ．研究目的 
 わが国の精神科病院に入院している患者
の高齢化は歴然とした事実であり、精神科
専門治療による精神状態の改善を図る治療
だけでなく、身体合併症の管理、ロコモテ
ィブシンドロームの予防、ＱＯＬの維持は、
今後の地域移行を推進するにあたり重大な
課題である。高齢化により転倒による大腿
骨近位部骨折は、日常的に非常に発生しや
すい事故であり、転倒予防はセイフティマ
ジメント上で重要課題でありますが、具体
的かつ有用な事故予防の対策は確立してな
い。 
本研究では精神科病院入院中の統合失調症
患者の転倒、大腿骨頸部骨折の発生実態を
調査し、骨粗鬆症などの診断、治療、事故
後の整形外科との連携、転倒予防に向けた
取り組みなどについて検討することによ
り、その多次元的な解決策を考察すること
を目的とした。 
 
Ｂ．研究方法 
 研究１.  
現在，公益社団法人日本精神科病院協会

に登録している全国の会員病院に対してア 
ンケート調査を実施し、集計して解析を

行う。調査項目としては全国調査について
は、本研究に対する委員会を立ち上げ、調
査項目の検討を行う。平成 26 年度、平成
27 年度、平成 28 年度の 3 年間に精神科病
院に入院中の統合失調症患者の転倒による
大腿骨近位部骨折事故に関して、転倒およ
び骨折リスク、その他背後要因、転倒リス
ク評価、転倒予防策等の実情などについて
レトロスぺクティブに分析検討する。 
研究２.  
30 年度実施予定の精神科病院入院中の統
合失調症患者の転倒、大腿骨頸部骨折の前
向き調査について、委員会を立ち上げ、調 
査方法、調査項目の検討途上である。 

 
（倫理面への配慮） 
 調査対象が，訴訟に関わる場合もあるた
め，個人情報保護の観点に最も留意し，研
究実験結果の公表に際しては個人の特定が
行えないよう配慮するとともに，データ分
析時にも個人名が特定できないよう個人情
報を管理する． 
 
Ｃ．研究結果 
研究１． 
1207病院に対してアンケートを実施し、461
病院（38％）からの回答を得た結果は以下
の通りであった。 
①男女割合は女性が 7 割弱で、65 歳以上で
76.6％、後期高齢者で 38.4％を占めた 
②ＢＭＩでは普通体重が 53.1％、やせ型が
41.5％ 
③罹病期間、入院期間とも圧倒的に長期化
を示した 
④入院病棟では精神科療養病棟が 49.5％、
一般病棟が 40.7％ 
⑤発生場所は居室、発生状況では歩行時、
発生時間は午前中が最多であった 
⑥19%が骨粗鬆症を併発していたが、骨密
度測定による診断は 23％に過ぎない 
⑦診断法としては超音波法、Ｘ線が 34.8％
と多く、DEXA 法 13％ 
⑧骨代謝マーカー検査は全く行われていな
かった 
⑨過半数が正常歩行機能であり、転倒リス
クアセスメントが 33.6％で未実施であった 
⑩51.5％で転倒の既往、27.8％で骨折の既往
があった 
⑪転倒予防策としては看護計画活用、情報
共有化が主で具体的対策には至らない 
⑫骨粗鬆症治療薬では、Ｄ3 製剤が約 50％
ビスフォスネート 30％で投与されていた 
⑬75％が 1 日以内に診断され、50％が一日
以内に転院し治療を行けた 
⑭転院後 30％が 2 週間以内帰院し、25％は
手術のみでリハビリは受けていない 
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研究２． 
30 年度実施予定の精神科病院入院中の統
合失調症患者の転倒、大腿骨頸部骨折の前
向き調査について、調査方法、調査対象、
調査範囲、調査期間、調査項目等について
検討した。 

Ｄ．考察 

 461の病院から得られた回答から、精神科
病院では高齢化が進み、今後転倒による骨
折等の受傷患者は益々増加することが推察
された。骨折や骨粗鬆症が地域移行のマイ
ナス要因となり、長期入院患者の地域移行
や退院促進のためにも、対策を講じること
は重要かつ有用であり、高齢化する患者に
対してロコモティブ症候群の予防によりＡ
ＤＬの維持をはかり、生活の質の向上に取
り組み、不必要な期間の入院を防ぐことに
よって、地域在宅へ早期に移行することが
期待でき、ひいては医療費の抑制に寄与す
ると考える。 

Ｅ．結論 

 公益社団法人日本精神科病院協会に登録
している全会員病院に対してのアンケート
から精神科病院における統合失調症患者の
転倒による大腿骨近位部骨折事例について
転倒および骨折リスク、その他背後要因、
転倒リスク評価、転倒予防策等を調査し分
析検討した。今後さらに、転倒および大腿
骨近位部骨折予防について精神科病院とし
ての今日の医療水準から取り組むことが可
能な具体的で有用な転倒予防・骨折予防対
策、診断、検査、薬物治療、理学的療法に
ついて調査し、その実現を困難にしている
要因についても考察し、取り組みを容易に
させる条件に付いても検討を深める。 

Ｇ．研究発表 

 1.  論文発表 
    なし 

 2.  学会発表 
    なし 
 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
（予定を含む．） 

 1. 特許取得 
   なし 
2. 実用新案登録 
   なし 
 3.その他 
   なし 
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